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２．実施状況

３．総合診断
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1．事業の概要

374

- -

0.05 0.05

0 0

0.05 0.05

0

0

一般財源

Ｈ28

374

754 754 754

活
動
指
標

指
標

＠
事
業
費

成
果
指
標

受益者あたり事業費
（ｂ＝C/a）

円 4,544

補助金交付団体数

補助金申請受付団体数
-

5,097

-

0 0

380 380 380 380 380

380 380

4,311 4,412

受益者数（a） 人 175 171

3

-

166 148

3 3 3 3

項

0

374

754

0

100.0% 100.0% 100.0%-

- -

3 3 3

01 目 01

-

374 374

Ｈ30

374 374 374

0

【内容】
　障がい者団体に対して補助を行うことにより、当事者による組織的な活動によって、障がいのある方の自立と社会参加を
図るとともに、障がいのある方相互の親睦を深め、生活の安定に寄与することで福祉の向上を図った。
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事業番号

実施計画事業

実施計画事業以外の事業

令和元年度 事務事業評価シート

0 0
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昭和６３年度以前

事務事業名

事業期間

新基本計画
（平成26年～平成30年）

基本施策 09 展開方向 2

予算区分 一般会計

障害者支援団体助成事業

令和２年度以降

款 0802 中大

～

健康福祉部

長寿・障がい福祉課

担当部

担当課

03民生費
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４．総合評価

千円 節 節

診
断
結
果

事業の方向性

事務事業評価による額

・事業を継続することで、当該事業の目的を達成しており、今後も引き続き支援を行っていくことが
必要といえる。
・総合的に、障害者支援団体助成事業について、事業全体のボリュームとして「維持」と判断した。

予算区分

改善点は見られない 改善点が若干見られる 大いに改善すべき

・小牧市社会福祉関係団体等育成費補助金交付要綱により交付しており、事業費の変動はない。
・団体の会員数としては、新規で加入する方は以前ほど多くなく減少傾向である。新規加入が多くな
い理由としては、死亡などの脱会、障がい福祉サービスや相談支援事業所などの情報提供体制の
充実などが考えられるが、事業の目的を達成するためには、引き続き支援を行う必要がある。

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

削減額・対象
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